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第４回 JAIG ミーティングが開催されました。 

昨 年 と は う っ て か わ っ て 今 春 初 の 春 の 陽 気 に つ つ ま れ た ３ 月 1 5 日 再 び モ ー ゼ ル 河 畔 

のワインの村ヴィンニンゲンの Weinhaus Hoffnung で開催されたのです。今回は DK6PK の 

協力でコブレンツ近郊の DL の HAM との合同ミーティングとし頭初の予定では 15 時 30 分頃から私共の 

JA の HAM が集まり引きつづき 18 時から合同ミーティングとしましたが，丁度この村で開催中のワイン試 

飲会に参加した OM 方々の変調がかかりすぎ結局 18 時からワインの魔女とワインの女王の訪問を 

受けて始まったのであります。丁度欧州旅行中に参加の JR1SWB 中山 OM は JAMSAT と 

JAS-1 の現状を DL の HAM の為，英語で講演されました。JH1CRF 功木 OM はベルギー 

のブリュッセルからアウトバーンを走り参加されました。その名簿は事項の通りであります。 

宿泊組みは翌日 DK6PK 夫妻と Lange 夫人(Weinhaus Hoffnung)の招待でこの地のワイン畑の 

見学も行いました。途中 Lange さんが用意していたワインとチーズで三月の春の陽気のもとワイン 

畑のまんまん中で素晴らしい琥珀色のローマ時代から飲み物を賞味したのでした。ワイン畑は 

モ ー ゼ ル の 谷 の 斜 面 日 当 り の 良 い 場 所 に あ り ま す が 私 達 は そ の 坂 を 登 り 切 っ た 頂 上 に 

あ る 風 光 明 ビ な 展 望 台 に 行 き つ い た と こ ろ  ま た ま た ラ ン ゲ さ ん は ス ー プ と ワ イ ン 

を テ ー ブ ル と お 皿 も そ ろ え て 我 々 を 待 っ て い た の で し た 。 （ 写 真 を 御 ら ん 下 さ い ） 

私 共 が 下 山 （ い や 下 谷 ） し た の は お 昼 頃 だ っ た で し ょ う か 。 来 年 の 再 会 を 約 束 し ， 皆 ん な 

帰 途 に つ い た の で し た 。 

 

 

 

 

こ の ミ ー テ ィ ン グ の 際 皆 様 か ら 寄 付 金 を い た だ き ま し た 。 

J A I G の 為 有 効 に 使 わ せ て い た だ く 事 を お 約 束 致 し ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 

 

今 年 も ７ 月 ４ 日 か ら ６ 日 ま で B o d e n s e e 湖 畔 の F r i e d r i c h s h a f e n で 

H a m  R a d i o 8 6 が 催 さ れ ま す 。 都 合 の よ ろ し い 方 は ５ 日 （ 土 曜 日 ） の お 昼 頃 

会 場 内 の レ ス ト ラ ン （ 前 回 と 同 じ 場 所 が よ ろ し い と 思 い ま す の で ） で 会 い ま し ょ う 。 

 

１ 



第４回 JAIG ミーティング参加者名簿     15.März 86 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 



ミーティング会場の１コマ 

モーゼルの谷からワイン畑を登りついた展望台で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    
    DK6PK の XYL DK6PK DL/JA7SOQ Frau Lange DK9QZ  DJφER   DJφUL    DJφUL  DD5KJ   DJφER        JR1SWB                 ３



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DK6PK がコブレンツ地方紙に私共の会合について紹介した記事 
 

訳 ：  ヴ ィ ン ニ ン ゲ ン 。 昨 年 設 立 さ れ た ド イ ツ 在 住 の 日 本 人 ア マ チ ュ ア 無 線 家 の 

グ ル ー プ は 今 年 も そ の 会 合 を 持 ち ， 今 回 は ３ 月 1 5 日 土 曜 日 1 8 時 

よ り ワ イ ン ハ ウ ス ホ フ ヌ ン グ に 於 い て ド イ ツ の 志 を 同 じ に す る 友 と の 交 流 を 

持 つ こ と な り ま し た 。  こ の グ ル ー プ J A I G の リ ー ダ ー は ミ ュ ン ヘ ン 市 の 

郊 外 に 住 み 大 き な 電 気 会 社 に 勤 務 し て い ま す 。  現 在 約 2 0 人 の 日 本 人 

ア マ チ ュ ア 無 線 家 と そ の 家 族 が 住 ん で お り 無 線 を 楽 し ん で い ま す が こ の 

方 々 の 出 席 が 見 込 ま れ て い ま す 。  こ の 会 合 に コ ブ レ ン ツ と そ の 周 辺 

に 住 む ド イ ツ の 無 線 家 達 の 出 席 を 歓 迎 致 し ま す 。 

と く に 近 い う ち に 打 ち 上 げ を 予 定 さ れ て い る 日 本 の ア マ チ ュ ア サ テ ラ イ ト 

の 現 状 に つ い て の 講 演 が あ り ま す 。  こ れ は 他 の コ マ ー シ ャ ル 衛 星 と 

共 に ロ ケ ッ ト の 尖 端 に 取 付 け ら れ 軌 道 に の せ ら れ る 見 込 み の も の 

で あ り ま す 。  ヴ ィ ン ニ ン ゲ ン の ワ イ ン の 女 王 と ワ イ ン の 魔 女 の 遠 く 日 本 か ら 

出 席 す る 方 々 の 歓 迎 の 挨 拶 も 予 定 さ れ て い ま す 。 

（翻訳 DF2CW） 
４ 



ミィーティングの際 DF2CW は次の様に挨拶した。 

 

Meine Damen und Herren, meine lieben Funkfreundinen und Freunde, ich 

freue mich sehr,  daß ich Sie hier in Winningen bei  unserem Meet ing 

begrüßen darf.  Wie Ihnen schon bekannt,  wurde die Gruppe JAIG im 

Februar 1985 hier in Winningen gegrundet. Vorerst woll te ich lediglich 

Aktivi täten der japanische Funkamateure in DL registr ieren. Da immer 

engerwerdende Beziehungen zwischen Japan und Deutschland in den 

Bereichen von Wirtschaft , Wissenschaft  und der Kultur zu Stande ge- 

kommen sind. Liegt es auf der Hand auch in unserem Hobby engere 

B e z i e h u n g  z u  p f l e g e n .  A l s  F o l g e  d i e s e r  G e s c h e n i s s e  w u r d e  d i e 

“Ak t i v i t ä t en -No t i z  j apa n i sc h e r  F unk a m a te u re  i n  DL “  h e ra usg eb en . 

Sie wurde ständig ergänzt. Die letzte Ausgabe unsere JAIG-NEWS Nr.8 

umfaßt insgesamt 59 Stat ionen, davon sind 18 z.Zt.  im KW bzw.UKW 

Bereich sehr Aktiv. Wie gesagt, haben wir eine eigene japanische Gruppe 

gegurundet, doch das bedeutet nicht,  daß wir uns von den deutschen 

Funkamateuren isol ieren wol len,  sondern,  daß heißt ,  daß wir  uns so 

viel wie möglich zusammensetzen wollen, um unsere Freundschaft zu ver- 

t ie fen .  Wi r  f reuen  uns  sehr ,  daß d ie  Bemühung von OM S ieg f r ied , 

DK6PK,  d iese  Begegnung  s ta t t f i nden  konn te .  Danke  D i r .S ieg f r i ed ! 

Ich bitte herzl ich um etwas Rücksicht, da unsere japanischen Freunde 

die deutschen Sprache noch nicht so gut beherrschen. 

I c h  w ü n s c h e  I h n e n  e i n e n  g u t e n  A b e n d .  D a n k e . 

 

 

皆様ようこそいらっしゃいました。私共のグループは 1985 年２月ここヴィンニンゲンで設立されました。 

日独交 流 が日増 しに盛んになる 現状にある 今日，私共 のアマチュ ア無線 家 の活動 の 記録を 

取ることを考えその結果を在 DL 日本人ハムの活動記録として出したのであります。そのニュース第８ 

号を見ますと 59 局の運用記録があり現状 18 局が DL にあって活躍中であります。私共のグループ 

JAIG は日本人が集まって孤立することではなく可能な限り DL の Ham との交流も深めたいと 

考えています。そしてその機会が今回 DK6PK の協力で実現しました。 

    （紙面の都合で要訳だけす。） 

５ 



（この記事は現在 N2CAO が編集中の JANET-NEWS に投稿した DF2CW の記事です） 
 

＝  J A I G の 発 足 と 第 ４ 回 ミ ィ ー テ ィ ン グ  ＝ 

す で に 御 存 知 の 事 と 思 い ま す が 昨 年 （ 1 9 8 5 ） ２ 月 に コ ブ レ ン ツ 近 く の モ ー ゼ ル 河 畔 

ヴ ィ ン ニ ン ゲ ン に 於 て 私 達 在 独 日 本 人 ハ ム が 集 ま っ て J A I G ( J a p a n e s e 

r a d i o  A m a t e u r s  I n  G e r m a n y ) を 結 成 い た し ま し た 。 そ の 経 過 は J A I G - N E W S 

で お 伝 え し て 居 り ま す 。 第 １ 回 ミ ィ ー テ ン グ こ の 地 で 開 催 し て 以 来 会 を 重 ね て ３ 月 1 5 日 に 

再 び 発 足 の 地 に 集 ま り 第 ４ 回 目 の 会 合 を 持 っ た の で あ り ま す 。 

前の結成会の際は Deutsche Wel le（ドイツ海外放送）の波に乗り JA までその様子が放送され 

ましたが今回は DL のハムとの合同ミィーティングを試み，その他 JA から欧州旅行中の中山 OM 

( J R 1 S W B ) の 講 演 に よ る J A S - 1 の 現 況  あ る い は 岩 崎 さ ん ( D D 5 K J ) の 日 本 語 と オ リ ガ ミ の 

話 な ど ハ ム 以 外 の 話 題 も 含 め 深 夜 ま で 続 き  そ の 交 流 は 成 功 に 終 わ っ た の で あ り ま す 。 

先 に の べ た 私 共 の ニ ュ ー ス J A I G は 不 定 期 に 発 行 さ れ て い ま す が 活 動 の 記 録 と し て 現 在 

活躍中あるいは過去に DL に於て QRV した局を QTH と共に掲載してあり変更のある度に訂正 

加 筆 そ の 内 容 を 出 来 る だ け 完 全 な も の と す る 様 努 力 し て い ま す 。 

このニュースは現在，在 D L のハム J A 及び W 2 の一部の方々に読んでいただいていますが 

御 希 望 の 方 に も お 送 り 致 し て 居 り ま す 。 

私共は在独日本人ハム及び DL のハムとの相互理解を深めることだけでなく JA のハムが当地 

で 運 用 す る 際 の お 手 伝 い も し た い と 思 い ま す 。 

北ドイツの方に来られる方は DL/JA7SOQ 工藤 OM，Po Box222, D-4030 Ratingen, W-Germany 

南ドイツの方に来られる方は筆者 DF2CW 壱岐，B-Helm-Str.17, D-8080 Fuerstenfeldbruck,  – 〃 – 

最後に私事を一ツ，時々受信している 20m，15m Band は昨年に比較し入感のひん度が多くなって来ました。太陽 

活動が登り坂に入っているもののうらづけでしょう。久しく QRT 状態だったので日本語の練習はもっぱらﾓﾔﾋﾞ中継の 

Radio Japan のみでした(Hi)。そんな訳で忘れかけた日本語のベンキョウもおこたりなくやっていますがハムの方も以前から好き 

だったジャンク組立ても忘れずお空に出ないかわりにパソコンを１台組み流行におくれまいとパケットラジオに 

取組みほぼ完成したところです。３年がかりの悪戦苦戦，安物ばかり集めたタタリか思う様に動かずこの頃やっと 

文字がブラウン管に現れる様になってニヤニヤしています。４月だと云うのに降雪を見る DL では懸案中 

の(これも３年ごし)ｱﾝﾃﾅ改築も６月にやろうか，などと思案しています。とにかく大きな(と自分では思っている３ｴﾚ 

トライバンドの Yagi）アンテナをぐるぐるまわし JA の各局と，あるいは JANET のチェックインなど夢見ている 

今 日 こ の 頃 で す 。 d e  D F 2 C W  I k i 
 

６ 

 

 



 

 

 

 
 昨年のアメリカとの合意に続いて今度はドイツ連邦共

和国（以下西ドイツ）ともアマチュア無線の相互免許が合 

 

 

意され、5月 1 日から実施されます。両国民がアマチュア

無線局を運用する要件と手続きの概要は次の通りです。 

 

西ドイツ人が日本 

で運用する場合 
 

 1. 西ドイツ人で同国のアマチ 

ュア無線免許を持つ者が，日本で 

アマチュア無線局の開設運用を希 

望する場合は，次の書類をＪＡＲ 

Ｌ経由で，申請書にある住所を管 

轄する地方電気通信管理局長（沖 

縄は郵政管理事務所長）に提出す 

ること。 

①規定の形式による申請書，工 

事設計書，必要な事項を記載し 

た関連文書 

②西ドイツ主管庁発行のアマチ 
ュア無線従事者免許証または無 

線局免許状の写し（申請者の技  

術能力を証明できるものに限  

る）。 

2. 申請時に定められた免許料 

を払う。 

 3. 年齢制限はない。 

4. 1 の書類は必ず日本語で記 

入し，運用開始の 60 日以上前にＪ 

ＡＲＬに提出する。 

5. 申請に際してはパスポート 

の写しを添付して国籍を証明しな 

ければならない。 

 6. 申請を受理した地方電気通 

信管理局（郵政管理事務所）長は 

コールサイン，周波数，空中線電 

力などを指定し，両国の合意に基 

づく資格に相当したアマチュア無 

線業務を日本で運用する免許を与 

える。 

西ドイツの資格は，それぞれ下 

記の資格に相当することで合意さ 

れている。 

西ドイツの資格 日本での資格 

逓信省（ＤＢＰ）第１級アマチュ 

のＢ級免許   ア無線技士 

同 Ａ級 同  電信級 同 

同 Ｃ級 同  電話級 同 

 

 

日本人が西ドイツ 

で運用する場合 

 

 

1. 日本人で同国のアマチュア 

無線従事者免許を持ち，無線局を 

開設している者が，西ドイツでア 

マチュア無線局を開設するには， 

次の書類を無線局が位置する地方

上級郵便監督局長に提出する。 

①「西ドイツ滞在中のドイツ国 

籍以外の市民によるアマチュア 

 

    10  

無線局の開設運用のための申 

請」に規定された申請書。 

②アマチュア無線従事者免許証 

の写し。 

③アマチュア無線局免許状の写 

し。 

④３カ月以内に発行された品行 

証明書（Bundes Zentralegist 

er gesetz 28 条に基づく品行証明 

書）（西ドイツ居住者に限る）。 

 2. 申請には逓信省（ＤＢＰ） 

令に定める免許料金を支払わなけ 

ればならない。 

3. 西ドイツでは18歳以下には 

免許が与えられない。 

4. 申請書は英語またはドイツ 

語で記入し，アマチュア無線局の 

運用開始前に提出しなければなら 

ない。 

5. 国籍証明を提出する必要 

はない。 

 6. 申請を受けた郵便監督局長 

はコールサイン，（申請書にある） 

設置場所，免許の有効期間を指定 

し，両国の合意に基づくアマチュ 

ア無線局の開設，運用を認める。 

日本の資格はそれぞれ次のよ 

うに西ドイツの資格に相当する。 

日本の資格  西ドイツでの資格 

第１級アマチ 逓信省（ＤＢＰ） 

ュア無線技士 のＢ級免許 

第２級 同   同 Ｂ級 同 

電信級 同   同 Ａ級 同 

電話級 同   同 Ｃ級 同 

7. 日本人は西ドイツで短期間 

（3 カ月）の免許を取得すること

ができる。 

8. 1～7項のほか日本人はＩ 

ＴＵの無線通信規則（1979 年ジュ 

ネーブ）を順守し，西ドイツのア 

マチュア無線法令に精通し固守し 

なければならない。 

 

 

 

西ドイツの資格別アマ 

チュア無線免許内容→ 

 

 

表の４欄の P=Primary servi 

ce S=Secondary service, Pex 

=Primary service(band for  

largely exclusive use by the  

amateur service)。 

同 3 欄の Footnote の内容は省 

略しました。詳細はＪＡＲＬ国際

課にお問い合わせください。 

 

 

Transmitting 
Power 

Class Frequency Band Foot
note

S
t
a
tu

s
 

Anode 
dissi- 
pation 

Peak 
Envelope 
Power 

Classes of Emission Remarks 

1 2 3 4 5 6 7 8 

 
   144 -    146 MHz

 
1 

 
Pex

 
10 

  
 75 

 
A1B,A1C,A2B,A2C,
A2D,A3C,A3E,J2B,
J2C,J2D,J3C,J3E,
J3F,R3E,F1B,F1C,
F1D,F2B,F2D,F3C,
F3E,F3F 

   430 -    440 MHz 1,2 P

  1240 -   1300 MHz 1 S

  2320 -   2450 MHz 1,2 S

  3400 -   3475 MHz S

  5650 -   5850 MHz 1,2 S

    10 -   10.5 GHz 1 S

    24 -  24.05 GHz 1,2 Pex

 24.05 -  24.25 GHz 2 S

    47 -   47.2 GHz 1 Pex

  75.5 -     76 GHz 1 Pex

    76 -     81 GHz 1 S

119.98 - 120.02 GHz S

   142 -    144 GHz 1 Pex

   144 -    149 GHz 1 S

   241 -    248 GHz 1 S

C 

   248 -    250 GHz 1 Pex

 10  75 A1B,A1C,A2B,A2C,
A2D,A3C,A3E,A3F,
C3F,J2B,J2C,J3C,
J3E,J3F,R3E,F1B,
F1C,F1D,F2B,F2C,
F2D,F3C,F3E,F3F

 
J3F + F3F for 
narrow and 
television only
 
 
 
144.00 to 
144.150 MHz to
be kept clear 
for A1A of 
classes A and B

 3520 -   3700 KHz P

21090 -  21150 KHz 1 Pex

 50 150 A1A,A1B,A2A, 
A2B,F1A,F1B, 
J2A,J2B,J3E 

J3E between 
3600 and 3700 
kHz only 

   28 -   29.7 MHz

  144 -    146 MHz

1 Pex  50 150  
A1A,A1B,A1C,A1D,
A2A,A2B,A2C,A2D,
A3C,A3E,J2B,J2C,
J3C,J3E,J3F,R3E,
F1A,F1B,F1C,F1D,
F2A,F2B,F2C,F2D,
F3C,F3E,F3F 

 
J3F + F3F for 
narrow and 
television only

  430 -    440 MHz 1,2 P

 1240 -   1300 MHz 1 S

 50 150 

 2320 -   2450 MHz 1,2 S

 3400 -   3475 MHz S

 5650 -   5850 MHz 1,2 S

   10 -   10.5 GHz 1 S

   24 -  24.05 GHz 1,2 Pex

24.05 -  24.25 GHz 2 S

   47 -   47.2 GHz 1 Pex

 75.5 -     76 GHz 1 Pex

   76 -     81 GHz 1 S

119.98 - 120.02 GHz S

  142 -    144 GHz 1 Pex

  144 -    149 GHz 1 S

  241 -    248 GHz 1 S

A

   248 -    250 GHz 1 Pex

 10  75 

A1A,A1B,A1C, 
A1D 
A2A,A2B,A2D, 
A3C,A3E,A3F, 
J2A,J2B,J2C, 
J2D 
C3F 
J3C,J3E,J3F, 
R3E 
F1A,F1B,F1C, 
F1D 
F2A,F2B,F2C, 
F2D,F3C,F3E, 
F3F 

 

 1815 -   1835 KHz S  10  75 A1A,J3E 

 1850 -   1890 KHz S  10  75 A1A 

J3E in the 
1832 – 1835 
kHz band only 

 3500 -  3800 KHz P

 7000 -  7100 KHz 1 Pex

150 750 

10100 -  10150 KHz 4 S  50 150 

14000 -  14350 KHz 1 Pex 150 750 

18068 -  18168 KHz 1,3,4 S  50 150 

21000 -  21450 KHz 1 Pex 150 750 

24890 -  24990 KHz 1,3,4 S  50 150 

A1A,A1B,A1C, 
A1D,A2A,A2B, 
A2C,A2D,A3C, 
A3E,J2A,J2B, 
J2C,J2D,J3C, 
J3E,J3F,R3E, 
F1A,F1B,F1C, 
F2A,F2C,F2D, 
F3C,F3E,F3F 

   28 -   29.7 MHz

  144 -    146 MHz

1 Pex 150 750 A1A,A1B,A1C,A1D,
A2A,A2B,A2C,A2D,
A3C,A3E,J2B,J2C,
J3C,J3E,J3F,R3E,
F1A,F1B,F1C,F1D,
F2A,F2B,F2C,F2D,
F3C,F3E,F3F 

 
 
 
 
 
 
J3F + F3F for 
narrow and 
television only

  430 -    440 MHz 1,2 P

 1240 -   1300 MHz 1 S

150 750 

 2320 -   2450 MHz 1,2 S

 3400 -   3475 MHz S

 5650 -   5850 MHz 1,2 S

   10 -   10.5 GHz 1 S

   24 -  24.05 GHz 1,2 Pex

24.05 -  24.25 GHz 2 S

   47 -   47.2 GHz 1 Pex

 75.5 -     76 GHz 1 Pex

   76 -     81 GHz 1 S

119.98 - 120.02 GHz S

  142 -    144 GHz 1 Pex

  144 -    149 GHz 1 S

  241 -    248 GHz 1 S

B

  248 -    250 GHz 1 Pex

 10 75 

A1A,A1B,A1C, 
A1D 
A2A,A2B,A2D, 
A3C,A3E,A3F, 
J2A,J2B,J2C, 
J2D 
C3F 
J3C,J3E,J3F, 
R3E 
F1A,F1B,F1C, 
F1D 
F2A,F2B,F2C, 
F2D 
F3C,F3E, 
F3F 

 

７

相互免許，５月から西ドイツと実施 
速  報
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